
　　　　

令和7 年 3 月 24 日

平日
学校休日
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00
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分まで

平日
学校休日
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分から
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10
00

分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

・各季節行事
・外出体験活動
・防災学習

家族支援
・児童の発達や特性、家庭生活、集団生活、きょうだい児、
制度に関する相談助言等
・保護者相談（随時）助言　・各関係機関との連携

移行支援
・進学先、就労先との情報共有
・進学先、事業所企業の見学

地域支援・地域連携

・地域の公共施設の利用
・地域イベント活動への参加
・学校や併用事業所、医療機関との連携
・子ども部会への参加

職員の質の向上
・事業所内研修　・外部研修参加
・支援前後のミーティング
・資格取得支援

支　援　内　容

・基本的な生活習慣が身につくように支援を行います・食事・整容・排泄・着脱・準備、片付けに関するプログラムを実施
・スケジュール提示等により、今することがわかり、先の見通しを持ち安心して過ごせるように支援を行います

・制作活動や運動活動、遊びを通して楽しみながら身体づくりを行います
・微細運動（手先を使う活動）・粗大運動　（身体を大きく使う活動）
・ビジョントレーニング（目の動きを使う活動）・感覚（触覚や平衡感覚、運動感覚等を養う活動）

本
人
支
援

・個別療育において、一人ひとりに合わせた課題の提供を行います。また、小集団活動として色分けやボードゲーム、カードゲーム等を取り入れ、楽しみながら
学ぶ機会を持つようにします
・身体部位・色・比較・位置・分類・感情概念・時間概念・数・四則演算・図形に関するプログラムを実施　・発声練習（声を出す、歌う活動）・絵しりとり

・指さし、身振り、視線、カード等の発達に合わせた方法で、自分の思いを相手に伝えていく支援を行います
・文字を読む　・文字を書く　・文章を表現する　・事実の読み取り　・行動のコントロール　・感情のコントロールに関するプログラムを実施

・好きな遊びを一緒にする事で、人と遊んで楽しかった経験を積み、一緒に過ごす事で相手の気持ちに気づいたり、人との関わり方を知っていく
・簡単なルールのある活動を通して、ルールを守ったり勝敗より遊んで楽しかったと思えるよう感情のコントロールができるよう支援していく
・集団スキル　・学校生活　・地域生活　・社会的スキルに関するプログラムを実施

支援方針 　一人ひとりの課題を簡単なルールから一緒に始める事で「できた」「わかった」「たのしかった」と自信を持ち、「やってみたい」そんな思いに繋げられるよう支援を行います。

利用時間 送迎実施の有無

営業時間 休日 日・祝祭日・お盆・年末年始・事業所が定めた日

法人（事業所）理念 　「好きを得意に　得意を強みに」「子供たちのキラキラ笑顔」をテーマに療育を行っていきます

事業所名 おひさまきっず新居浜萩生事業所 作成日支援プログラム
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